
 

幸山市長は、益田牧子議員の一般質問で、

「日頃から核兵器廃絶や世界平和を強く願って

いるところであり、この度平和市長会議へ加盟す

る機が熟したと判断し、３月１日に平和市長会

議に正式加盟した」と、「平和市長会議」への加

盟を明らかにしました。しかし、核廃絶署名への

賛同には、１２月議会に続き、３月議会でも、

「今後とも、国内外の情勢を注視し、引き続き検

討したい」と消極姿勢でした。（平和市長会議加

盟認定証は、右下参照） 

 

 県下では、「平和市長会議」が、10 市 10 町村

に広がり、核廃絶を求める賛同署名に８市長（荒

尾、八代、人吉、水俣、宇土、合志、宇城、天草

の各市長）、７町村長に賛同し、職員へも積極的

に署名を呼びかけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施に向けての 

取り組みが始まっています 

住宅リフォーム助成事業（※詳細は右枠をご覧く

ださい）の利点は、少ない予算で多くの経済効果

が得られる点です。宮崎県都城市では、事業実

施後５６００万円の補助で、総額１０億円以

上のリフォーム工事が行われ、すべてが市内業

者の仕事につながっています。 

他都市においても、札幌市議会が昨年 11月に

住宅リフォーム促進条例を全会一致で可決、福

岡市でも条例案が議員提案されました。   

また、県内においても、天草市、多良木町で、リ

フォーム助成実施への陳情が採択されるなど、

実施に向けた動きが広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「核廃絶署名」に消極的な幸山市長 

「引き続き検討中」と答弁 

県下の８市長・７町村長が核廃

絶署名に賛同 

「もう２ヶ月も仕事がない…仕事がほしい」 

「生活ができない」との中小建設業者の声をうけとめ 

住宅リフォーム助成事業の実施で 

仕事と雇用を守ろう！ 

●他都市でも証明済みの絶大な経済効果 

「ヒロシマ･ナガサキ議定書」とは？ 

平和市長会議は、2008 年 4 月、核兵

器廃絶に向け各国政府などが、遵守すべ

き「ヒロシマ･ナガサキ議定書」を発表。

2020 年までに、核兵器を廃絶する道筋を

示しています。核保有国が核兵器の取得

禁止規定から免除されている核不拡散条

約（ＮＰＴ）を補完するものとして、2010年5

月の「ＮＰＴ再検討会議」での採択を目指し

ています。  

  

ＮＯ ７０１ 
 ２０１０年３月２８日 

電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

熊本市手取本町１－１ 議会棟３階 
メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 
HP：http://www.jcp-kumamoto.com/ 
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控
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５
月
に
生
ま
れ
る
予
定
の
第
一
子
が
、
女
の
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で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
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人
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中
で
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ん
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、
わ
く
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し
た
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今
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ま
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ん
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や
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つ
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そ
ろ
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る
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に
、
心
が
温
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す
。 

同
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、
そ
ろ
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ろ
名
前
も
考
え
始
め
な
け
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と
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夜
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と
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「
あ
行
」
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に
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を
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浮
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す
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子
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の
名
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親
の
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が
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も
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め
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た
も
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と
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い
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私
の
名
前
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円
（
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ど
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は
、
私
を
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れ
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ら
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た
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ど
ん
な
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さ
て
、
３
月
議
会
が
26
日
に
閉
会
し
ま
す
。 

今
年
10
月
よ
り
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
が
、
入
院

に
限
り
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
他
都
市
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
水
準
は

低
い
ま
ま
で
す
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

ら
れ
る
熊
本
市
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

住宅リフォーム 

助成事業とは？ 
 

市民が住宅リフォーム工事を市内の

業者に発注する場合おいて、その経費

の一部を市が補助することで、中小建

設業者への発注機会を増やし、地域経

済の活性化を図ることを目的とする事

業です。リフォームによる生活環境の向

上とともに、経済対策の有効な施策と

して実施する自治体が増えています。 



 

必要性に、相次ぐ“疑問”の声 

 2 月に開かれた特別委員会で初めて説明され

た桜の馬場の「渡り通路」案には、必要なしの

意見が相次ぎました。ところが、今 3 月議会に

は 2 億円もの予算が提案されました。 

バリアフリーのためとの説明ですが、つくって

も、頬当御門まで坂道をさらに歩いて登ること

になり、高齢者はじめ、歩行困難な方には、シ

ャトルバス以上の効果は得られません。 

 

 

市の負担は、さらに 3 億円の増 

12 月議会で、総事業費 230 億円・市の負担額

27 億円と説明されていた花畑町再開発は、3 ヶ

月の間に市の負担が 3 億円増え、30 億円となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合意のない通路建設は撤回を！ 

熊本城・桜の馬場は、特別史跡の追加指定予

定地です。渡り通路・エレベーター設置は、史

跡である城壁・武者返しの景観確保を妨げます。 

「熊本城跡保存活用委員会」では、正式議題と

はならず、資料配布と説明のみ、意見は交わさ

れていません。議会へのまともな説明も、住民

合意もないまま提案されている、「渡り通路」の

計画は撤回すべきです。 

 

 

リスクは、市の負担にも・・・ 

 当初、劇場ホールをメインに計画されていた

花畑町再開発は、劇場ホール構想が頓挫して行

き詰りました。床を埋める見通しがないまま、

設計予算等 2 億円が提案されていますが、現在

予定しているホテルや病院・ＮＨＫなどの、い

ずれかひとつでも構想からはずれれば、そのリ

スクは市が負担することにもつながります。 

 さらに、再開発への補助以外に、市が建設す

る市民ホールの内装費用も数億円規模で必要と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再開発の市負担、3年間で 60億円増 

 

 中心商店街から駅周辺までの開発が網羅され

た「中心市街活性化基本計画」は、計画当初、

総事業費 1817 億円・市の負担 392 億円から、

３年半の間に総事業費 1891 億円・市負担 452

億円へと増えています。そのほとんどが、60 億

円も増えた市の負担です。 

 

 

住宅リフォーム助成に 1 億円投資すれば、20

億円の経済効果に！ 

  

地域の建設業者の方々と繰り返し要望している

住宅リフォーム助成に 1 億円投資すれば、２０

億円程度の経済効果が予測されます。 

 

小規模修繕制度の発注を増やして 

中小零細業者を支援する「小規模修繕制度」は、

年々改善され、昨年の発注額は約 2,800 万円で

す。１件あたりの発注額上限を 50 万円（現行３

０万円）に、発注額も１億円くらいに引き上げるべ

きです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会の了解もなく計画変更が次々に 

 

中心市街地活性化基本計画の変更は、「熊本市

中心市街地活性化協議会」の中で審議され、議

会の了解を得ずとも、計画は変えられていきま

す。巨額な税金をつぎ込む再開発事業の数々、

その変更は、当然議会や市民への説明と了解を

得て行なうべきです。 

 

 

子ども医療費無料化制度の拡充 

第 3 子保育料の無料化を！ 

 

県下すべての市町村で実施済みの第３子以降

の保育料無料化の実現には１億 3,000 万円、子

ども医療費無料化の自己負担廃止に約１億円程

度必要です。県下の市町村と比べ遅れている各

施策の拡充は、合併後５年間の移行期間を過ぎ

た後に発生する合併町の負担増・サービス低下

の解決にもつながります。 

 当初予算審議の予算委員会総括質疑で、上野

みえこ議員は「再開発優先から、くらし優先の

予算への転換」を強く求めました。 

 

 

【予算委員会】 2010年度当初予算について、上野みえこ議員が総括質疑 （3月 16日） 
 

大型開発優先でいいのでしょうか？ 「くらし優先」こそ市民の願い 

熊本城・桜の馬場に、突然持ち上がった2億円もの「渡り通路」 

見通しもないまま事業費がつぎ込まれる「花畑町再開発」 

膨らむ「中心市街地活性化基本計画」の事業費、総額 1891

億円 

【現在の構想】 

 総床面積 48,000 ㎡ 

 商業施設 4,000～6,500 ㎡ 

 業務  12,000～17,000 ㎡ 

 放送施設  5,000 ㎡ 

 宿泊施設  客室 200 室程度 

 市民ホール 500～700 席程度 

桜の馬場渡通路 2億円や花畑開発設計費 2億円を、暮らしの予算に！ 

 

 


